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気候変動への適応 水災害リスク軽減のための100年戦略フォーラム 

～気候変動の不確実性のもとでの適応策の最適化に向けた取り組み～ 

の開催について（お知らせ） 
 

 

記 

 

 

１．日 時   平成２１年９月２９日（火） １３：３０～１７：３０ 

 

２．場 所   三田共用会議所 （東京都港区三田2-1-8） 

 

３．その他   ・会議は公開で行います。 

・報道関係者はその旨をご連絡頂いたうえでご登録頂けますよ

うお願い致します。 

 

 

問 い 合 わ せ 先 

河川局         河川計画課        課長補佐  舘 健一郎 

代表03(5253)8111 内線 35343  直通03(5253)8444 

国土技術政策総合研究所 河川研究部 水資源研究室 主任研究官 水草 浩一 

代表029(864)2211 内線 80-3561 直通029(864)8172 

地球温暖化に伴う気候変動により、世界的に洪水など水災害の拡大が懸念されています。

これに対して、CO2削減対策など地球温暖化自体を抑制する「緩和策」の取り組みに加え、す

でに顕在化し始めている水災害に直接対処する「適応策」への取り組みを早急に進めていく

必要があります。 

 本フォーラムでは、「気候変動への適応と水災害リスク軽減のための１００年戦略」をテ

ーマに、世界各国や日本における実践的な「適応策」に関する知見を共有化するとともに、

効果的に「適応策」を実施していくために、今何をすべきかについて幅広い視点から議論し

ます。 

資料配付の場所 
１．国土交通記者会 
２．国土交通省建設専門紙記者会 
３．国土交通省交通運輸記者会 
４．筑波研究学園都市記者会 
平成２１年９月７日同時配布 

Press Release



：国連国際防災戦略 (ISDR) 事務局長  

：世界気象機関 (WMO) 気候・水部長

：オランダ交通・公共事業・水管理省

：アメリカ陸軍工兵隊

サルバーノ・ブリセーニョ 

アヴィナッシュ・ティアギ

ヨス・ヴァン・アルフェン 

エドワード・ヘッカー

：気象庁気象研究所気象研究部長 

：茨城大学 教授

：東京大学生産技術研究所 教授 

：国土交通省国土技術政策総合研究所流域管理研究官

鬼頭 昭雄

三村 信男

沖 大幹

藤田 光一
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ディスカッション

閉会

「地球規模の災害リスク評価レポートと災害リスク軽減のための
      国際的な基盤づくりについて」
   サルバーノ・ブリセーニョ（国連国際防災戦略 (ＩＳＤＲ) 事務局長）

「気候変動の影響と統合水資源管理」
   アヴィナッシュ・ティアギ（世界気象機関 (ＷＭＯ) 気候・水部長）

「気候変動の影響予測に関する世界的な動きと日本の現状（仮題）」
   鬼頭　昭雄（気象庁気象研究所気候研究部長）

「気候変動への適応と水災害リスク低減のための１００年戦略」
 ■パネリスト
　三村　信男（茨城大学　教授）
　沖　大幹（東京大学生産技術研究所　教授）
　ヨス・ヴァン・アルフェン（オランダ交通・公共事業・水管理省）
　エドワード・ヘッカー（アメリカ陸軍工兵隊）
　藤田　光一（国土交通省国土技術政策総合研究所流域管理研究官）

メールアドレス

フォーラム開催事務局
FAX：029-864-2688

※フォーラム終了後にレセプションパーティを予定しております。( 参加費が必要です )

電話によるお問い合わせは
平日 10:00 ～ 17:00        03-5253-8444（担当マスヤ）

三田共用会議所三田共用会議所
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